
校長

22%

教頭

18%

教務主任・研

究主任など

27%

その他（教育委員

会関係等）

33%

6.3%

3.6%

10.8%

31.5%

94.6%

その他

まだ分からないことが多く残った

新たな疑問や問いが生じた

新しく知ることが多かった

GIGAスクール構想について理解が進んだ

  
 
 
 
 
 

数字で見る「第３回学びの改革ミニフォーラム」（参加者アンケートより） 

 
   

生かすこと

ができる

73.9%

まあまあ生かす

ことができる

24.3%

あまり生かすこ

とはできない

0.9%

生かすことはできない

0.9%

 

  
東北大学 教授 

堀田 龍也 先生 第３回９/２ 参加者の声  テーマ 

 
講 師  

子どもたちはタブレットやスマホを身近にとらえており、ＩＣＴ活用にためらいを感じているのは、実は

自分自身であろう。（入力するよりも鉛筆で書く方がためになるとか）そうしたとき、認識しなくては

いけないのは、私たちの価値観ではなく、社会のニーズ、社会に生きていく児童のスキルとしてＩＣＴ

活用は欠かせないということだ。堀田先生のお話から今目の前にいる子どもたちに、ＩＣＴを道具とし

てさらに有益に使っていく必要性を感じました。 

「先生自身が全て知らなくても良いんだ。子供達の

“やりたい”という意欲を尊重すれば、教えるより吸

収していることがわかった」という若手の先生の言

葉が印象に残りました。分からないから使わないの

ではなく、分からなくても使ってみる…これもまた、

生徒自らが思考を深めながら発見していくことに

つながることであるのかもしれません。 

参加申込者数 ２７２名 

 

講演「なぜ今、GIGAスクール構想なのか」について、どのようにとらえましたか。 

ミニフォーラムは、自校の学びの改革に生かす 

ことのできる研修となりましたか。 

参加された方の生の声 
 

郡校長会と重なっていたため、校長会長に

お願いして、校長会研修としてプロジェクタ

ーで映し、郡内全校長で学ばせていただき

ました。ありがとうございました。 

県教育委員会では、長野県 ICT教育推進センタ

ーを開設しました。県ＨＰから「教育DXお悩み

相談室」など支援メニューをご覧いただけます。 

なぜ今、GIGAスクール構想なのか 

・学校現場には進めていかなくてはいけな

い側面がとても多いと感じた。 
・学校でできることはやっているので、ネッ
トワークの高速大容量化を急いでほしい。 

・今こそ、生徒と先生で活用を進める時だと
強く感じた。 等 

世の中は確実に変化していることを改めて認識で

きた。ＩＣＴのスキルの差が子どもたちの学力差に

ならないよう、ツールとして使っていきたい。 

また、教職員の力量の差が大きいように感じてい

る。その差が子どもたちに影響しないよう、校内で

研修を行ったり教科会内で教材を紹介しあうなど、

機器の扱いを苦手とする職員の支援に努めたい。 

「先生から教えてもらえる内に先生から

教えてもらわなくても学べるようにして

おくことが必要」との言葉が印象に残りま

した。私たち大人も確認したい言葉です。

有意義な研修をありがとうございました。

次回も楽しみにしております。 

こんな 
活用の

仕方も 

本ﾐﾆﾌｫ

ｰﾗﾑの 

ＩＣＴのスキルの差 

これからの社会に生きていく子どもたち 

分からなくても使ってみる 
自分で学べる 


